
   

＊栗谷町会自主防災訓練が行われました 

11月 24日振替休日に須賀神社下境内にて自主防災訓練が開催
されました。当日は晴れて穏やかな天気となり、たくさんの方に参
加いただきました。総勢 77名の訓練参加者と多摩消防署、日本赤
十字、多摩消防団中央生田班、少年消防クラブの協力いただきまし
た（多摩消防署 3名、日本赤十字 2名、多摩消防団 4名、少年消
防クラブ 6名）） 

参加者は、食料班・婦人部によるポリ袋炊飯の実演説明、AED
や人形を使った心臓マッサージ、消火器を使った初期消火、毛布と
竹竿による応急担架、三角巾を使った応急手当の各のブースを順番
に回り、訓練に熱心に参加しました。 

日頃の防災意識を高めるとともに、 
災害時にあわてずに自分の家族や 

周りの人を助けるための体験と知識 
を学習できたかと思います。また、 

今回初めて参加してもらった少年 
消防クラブのメンバーは格好いい 

制服を着て、点呼の試技も見せて 
くれました。              

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊当日の給食訓練での説明で訂正があります。 
 ポリ袋で作る非常食レシピで、しょうゆ卵をつくる際に生卵
をポリ袋に入れてからお湯につけると説明しましたが、レシ
ピどおりポリ袋には入れず直接入れるようにしてください。 

＊カセットガスの使用期限の質問がありましたが、 
使用期限はカセットの底面に書かれています。製造から７年
ということです。 
＊当日配布した“ポリ袋でつくる非常食レシピ”と災害時に新聞
やサランラップでつくる“防災ワークショップ”の資料は町会
会館玄関脇のクリアボックス内に入れておきますので興味が
ある方はご自由にお持ち下さい。 

役員からのご報告とお願い 

今年も早いもので師走を迎え、朝の空気に背筋が伸びる季節となりました。先月開催の
自主防災訓練では、多くの皆さまにご参加いただき心より感謝申し上げます。若い方の参
加が少なかったのは残念ですが、参加された方にはちょっとした知識や一度経験しておく
ことで、いざという時にきっと役に立つことと思います。また、みんなで訓練することに
より地域連携の絆が深まったのではないでしょうか。今年参加できなかった方には来年ぜ
ひ参加をお願いします。また昨今、大分の大規模火災、香港の高層ビル火災など悲惨な火
災事故が頻発しております。年末、年始に向けて火の元の注意や電気火災の原因の点検等
の用心を行い、安心して新年を迎えていただければと思います。この一年間、さまざまな
町会活動に対する皆様のご協力に感謝するとともに来年もよろしくお願いいたします。良
いお年をお迎え下さい。                    広報担当 田平文明 
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＊資源回収へのご協力ありがとうございます。 

回収日は毎月第４土曜日です。今月は 27日（土）です。 
  朝 8時までにお出し下さい。 

回収物は新聞・雑誌・段ボールです。  
古着は回収されないのでご注意ください。 

＜注意＞ 

・ハードカバーの本やビニールカバーの本は回収しないので、
表紙を取り除いて中身を雑誌として出してください｡ 
・段ボールは必ず十字にひもで縛って下さい。 

 縛らずに段ボール箱に入れるのは NG！ 
・新聞紙のチラシは分けずに新聞紙と一緒に紐で縛って下さい 

＜10月の実績＞ ()内昨年同月比 
 合計 4,410kg(-930) 

    内訳 新聞 680kg(-260) 雑誌 420kg(-910) 
               段ボール 3,310kg ( +240)      

 

鍬の手を 休め見送る 渡り鳥    薩州 

＊お知らせ 

◇表彰のお知らせ 

3丁目の金子定男さんが永年の子ども会活動の功績に対して指
定都市子ども会連盟協議会より表彰されましたのでお知らせし
ます。金子さんは、平成３年に子ども会連盟に登録後今日まで
35年以上にわたり活動を続けていらっしゃいます。また、町会
においても役員、防犯部等で活動されています。町会からも日
頃の活動に感謝申し上げます。今後もよろしくお願いいたしま
す。 

金子さんより 
下記メッセージをいただいて 

います。 
“子ども会のいろいろな行事に 

参加し、力をもらっている。 
栗谷の子どもたちには、 

元気で明るく育ってほしい。” 
 
◇年末年始のゴミ収集について 
 1月 1日（木）～4日（日）までゴミの収集はありません。 
 年末は 12月 31日（水）まで通常とおり収集が行われます。 
 

＊年末防犯・防火パトロールを実施します 

毎年恒例の年末のパトロールを行います。拍子木をならし、
掛け声をかけながら町内を歩いて周りますので、見かけました
らお声掛けをお願いします。 
日時 12月 27日（土）、28日（日） 16：00～17：00 

◇子どもの参加者を募集します 
事前に子ども会役員または町会のメールにてお申込み下さ

い。参加賞のおみやげを用意していま す。 
メールアドレス  kuriyachoukai@gmail.com 

 

＊クリーン作戦にご協力をお願いします 

きれいで住みよい街を維持するため下記のとおりクリーン作戦を
行います。落ち葉の時期でもあります。お住いの周辺・公園・広
場など、身近な場所の清掃に参加をお願いいたします。 
 日時 12月 14日（日）  

9時～    自宅周辺及び道路、ゴミ箱周辺の清掃 
9時 30分～ 生田栗谷公園、 

上ノ山公園（2丁目 42,43班） 
＊小雨決行、荒天中止時は翌週に延期 



 

≪錦ヶ丘こども文化センターからのご案内≫ 
12月の行事 
〇 8日(月)から 22日(月) 9:30～18:00 
こんちゃれ～しりとり負けたい！～ (小学生、中高生) 
〇 12日(金)16:00～18:00 
～スポーツデー「卓球」～館長と卓球対決をしよう～ 
(小学生、中高生)  

〇 7日(水) 15:00～15:30～ 子ども運営会議～(小学生) 
〇 20日(土) 11:00～13:00運営協議会共催おおそうじ  

(どなたでも) 定員：なし  申込期間：12/1～12/15 
※大掃除終了後アルファ米と豚汁をみんなで食べる予定です 

〇 21日(日) 10:30～11:30 
～ちびっこランド～「おもちゃランド」(乳幼児親子) 

〇 23日(日) 9:50～15:10  
～館外活動事業「安全マップづくり」～(小学生) 
定員：10名  申込期間：12/1～12/7 

  ※定員を超えた場合は 12/8に抽選を行い結果は館内及び
HPに掲載します 

〇 24日(水) 14:00～16:00 
おたのしみタイム～お楽しみ会～(どなたでも)  
〇 25日(木) 15:30～17:00 
～今月のおもしろサイエンス「カラフルカプセル」～ 
(幼児親子、小学生、中高生) 
〇 26日(金) 13:30～14:30 
～お正月飾りづくり～(どなたでも) 
定員：25名  申込期間：12/1～12/15 材料費：1,000円 

  ※定員を超えた場合は 12/16に抽選を行い結果は館内及び
HPに掲載します 

★おもちゃ病院★ 毎月第２土曜日 10:00～13:00 
おもちゃ病院のドクターがおもちゃを修理してくれます。 
開催日当日 12時半までにおもちゃを持参いただき、次回開催日に返
却となります。お子様だけでの申し込みはできませんので、保護者同
伴でお願いします。 

お問い合わせ：錦ヶ丘こども文化センター 

Tel/Fax 044-955-6232   

★栗谷町会ホームページの URLが 8月より変更となりました。 
お気に入りに登録しなおしをお願いします。★ 

https://cf686971.cloudfree.jp/index.html 
 

くりの「わ」 からのお知らせ  
毎日気持ちの良いお天気続きですが、今年もいよいよ最後の月
となりました。お掃除や買い物などでお忙しいことと思います
が、インフルエンザが猛威を振るっているそうで、コロナの情報
も耳にします。寒さに向かいお身体をどうぞ大切になさって下さ
いませ。 

12月のくりの「わ」 

◎転倒予防体操…講師 橋詰紀美子先生 

◎フリートーク 
 今年を振り返って思い思いのこの 1年を話しましょう    

◎日時…12月 19日（金）午後１時半～3時半。 
◎場所…栗谷町会会館 2階ホール 

 先月は市の健康増進センター職員の佐々木綾さんをお招きし
て、目指そう健康寿命をテーマに、喉・口の筋トレーニング、唾
液腺マッサージ、など日常の注意事項など詳しくお話を聞きまし
た。知らなかったことも多く、大変役に立つ情報を伺いました。 

「くりの「わ」」は参加費無料です。どなた様も参加できま
す。どうぞお誘い併せて参加下るよう。お待ちしております。 
                町会福祉部くりのわ担当 渡辺  

三心会便り 令和 7年 12月号 

 令和７年 11月度活動実績及び 12月度活動予定は以下の通りです。 

11月度活動実績 

1.  2日（日) 例会を１０時より開催し、コーラスの練習をしました。 

2. 16日 (日）誕生会を開催し、赤飯を贈呈しました。 藤原理事より 

７年度流行語大賞のお話と資料を戴きました。また、コーラス及び 

マツケンサンバ踊りの練習しました。終了後友愛担当者の打ち合せを 

しました。 

3. 17日（月）生田老連会長会議 10時～ 生田出張所にて開催 

4. 18日（火）社協主催お年寄りの集いに参加し、練習のコーラスと踊り 

に参加し練習の成果を披露し拍手と喝采を浴びました。 

5. 28日（金）市老連女性部会エポック中原にて開催 各地区４名参加 

6. 29日（土）多摩区老連スポーツ大会 １０時～ 下布田小学校 

 寒さ厳しい中約 300名の参加者、三心会も８名参加し、宝探し、風船
運び、玉井入れ等に頑張り最後は踊りで締め無事に終わりました。 

12月度活動予定 

1. 7日（日）例会を開催予定 

2. １２日（金）多摩区老連懇親会 16時～  

3．１５日（月）生田老連会長会議 12時～懇親会 

4．２１日（日）誕生会開催  10時～ 終了後清掃 

 令和７年は災害の多い一年でしたがどうぞ良い新年をお迎え下さい。 

三心会は新規加入の方を常時受け付けております。ご加入をお待ちし
ております。 

加入資格 原則として栗谷在住で 60歳以上の方、会費 年額 1,200円 

連絡先     第一三心会 高橋 政嘉 080-3392-5481 

       第二三心会 山田 雅子 090-8003-0868 

くりやニュース 
No. 506   2025-12-6 

＊子ども会より ～新年のつどいのお知らせ～ 

下記のとおり新年の集いを行います。 

お餅つきをして、ついたおもちをみんなで食べます。栗谷ばやし
の体験や、お正月あそびもします。 

同時に、川崎市の作品展に出品する作品も展示されます。 
日時：1/11（日）14:00 ～16:00（集合 13:50）   

場所：栗谷町会会館 
持ち物：お皿（タッパーやお弁当箱）・おはし・水筒・ 

おしぼり 
   参加費：無料 

＊新規の方で参加希望者、お問い合わせは 栗谷町会メール、 

または 子ども会 佐々木まで、 kuriyachoukai@gmail.com 

◇「100円募金」のお願い 

 川崎市子ども会連盟では、子ども会会員のお年玉の一部を寄付いた

だき、災害にあわれた地域の子ども会に義援金として送る活動をしてい

ます。賛同いただける方は 100円の協力をお願いいたします。 

                            

ふるさとの近現代シリーズ（11） 
【登戸研究所】その２ 
戦後 80年の 2025年最後は地元の登戸研究所に関する聞き取りを
元に平成と令和を生きる私たちへのメッセージとして読んで頂きたい
と思います。2020年のコロナ禍以前には登戸研究所について知る方
も多くいたのですが、ここ数年で多くの人が他界されて、その方々か
らの聞き取りができなくなりました。戦前は多摩丘陵の静かな農村の
生田村に川崎市域に編入とほぼ同じ昭和 12年末に【登戸研究所（以
下実験場と呼ぶ）が突然三田ケ原に移転してきたのですが地元では何
が来たのか知る人は皆無のようでした】と警備は憲兵も配置されてベ
ールに包まれていたとのことです。【農地など強制収容も行われた】
と古老の話も多く、次第に軍人さんも多くなり地元民の採用が始ま
り、大正 14年から昭和 5年生まれの【兵隊検査前の国民学校高等科
卒業した男性と女性が縁故・知人の誘致で約 1000名が働いていまし
た】と、【採用後は 3～6か月の試用期間に敬礼から作業内容の他言
禁止を厳格に指導された】と栗谷からも 10名前後の人が勤務してい
たようです。【技能の取得の夜学にも行かせてくれた】【新宿のタイピ
ストの夜学にも駅まで軍のトラックで送ってくれた】【軍人も偉い人
も居て、自動車で送られて実験場に勤務する「左官・尉官」もたくさ
んいた】昭和 18年に東条英機陸軍大臣も三笠宮殿下も実験場を視察
されています。戦後暫く実験場については家族に喋ることが禁止され
続けていました。私の父も叔母も話しませんでしたが、中学校のグラ
ウンドの明大側に防空壕がたくさんある理由を聞くと【実験場の避難
壕だよ】と父は教えてくれました。その後祖父が村役場に大正時代の
半ばから川崎市編入後まで勤務したこともあり、生田の全てを知って
いるかのように父は聞いたことは全て私に教えてくれました。【昭和
18年 11月に栗谷の村道（市バス 03系統の路線にちかい）を原店裏
の陸軍東部 62部隊の「監視廠」を視察にジープで上がって行った】
と。是非、明大のキャンパスの「生田神社・動物慰霊碑・植村直己記
念碑や平和教育資料館や校内の書店の「実験場」のコーナーをのぞい
て下さい。年内は 12月 19日まで校内見学できます。 

                  令和 7年 12月 Ｍ・髙橋 


